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村
内
の
中
学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
に
学
校
規
模
見
直
内
部
検

討
会
の
設
置
を
機
に
議
論
が
本
格
化
。
翌

平
成
19
年
に
は
学
校
統
合
審
議
会
か
ら
村

へ
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。

村
は
意
見
の
集
約
を
図
る
た
め
、
各
集

落
に
出
向
き
幾
度
と
な
く
懇
談
会
を
開

催
。「
各
小
学
校
は
存
続
さ
せ
る
」、「
位

置
を
現
大
和
中
と
し
新
校
舎
の
建
設
は
行

わ
な
い
」、「
通
学
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

運
行
す
る
」
な
ど
骨
子
案
を
定
め
、
平
成

21
年
６
月
に
村
議
会
に
お
い
て
大
和
村
立

学
校
設
置
条
例
の
改
正
案
が
可
決
さ
れ
統

合
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

統
合
に
至
っ
た
大
き
な
理
由
は
急
激
な

人
口
流
出
や
少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
の
減

少
だ
。
昭
和
40
年
に
は
村
内
５
校
の
中
学

校
に
３
２
８
名
の
生
徒
が
在
籍
（
村
勢
要

覧
か
ら
）
し
た
が
、
今
年
度
は
わ
ず
か
46

名
に
す
ぎ
ず
、
今
後
も
減
少
傾
向
は
続
く

と
予
想
さ
れ
る
。

小
規
模
校
に
お
い
て
は
生
徒
一
人
一
人

に
丁
寧
な
指
導
が
で
き
る
ほ
か
、
児
童
生

徒
が
一
体
と
な
っ
た
親
密
な
人
間
関
係
を

醸
成
で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
一
方
、

ク
ラ
ス
の
小
規
模
化
や
複
式
化
、
専
門

教
員
の
不
足
、
競
争
機
会
の
減
少
、
部
活

動
の
制
限
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
き

た
。ま

た
、
既
存
の
小
中
学
校
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
地
元
住
民
の
中
に
は
中

学
校
の
閉
校
に
強
い
危
機
感
を
感
じ
た
住

民
も
少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
統
合
へ
前
向
き
な
意
見
が

大
勢
を
占
め
た
の
は
、「
教
育
環
境
の
向

上
に
よ
る
、子
ど
も
達
の
た
め
の
統
合
を
」

と
い
う
強
い
願
い
が
、「
地
域
の
灯
火
が

消
え
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
不
安
を

上
回
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
様
な
教
育
環
境
や
社
会
条
件
、
地

域
の
伝
統
を
ふ
ま
え
、
子
ど
も
達
に
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
大
和
中
学
校
は
開
校
し
た
。「
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
」
と
し
て
村
民
に
身

近
な
学
校
運
営
を
期
待
す
る
と
共
に
、「
子

ど
も
は
地
域
の
宝
」
の
心
を
持
ち
村
民
全

員
で
生
徒
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
。

統
合
ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
生
徒
や
関
係
者
の
思
い
、
ま
た
学
校

や
地
域
の
新
た
な
課
題
を
探
り
、
大
和
中

学
校
の
開
校
を
特
集
し
ま
す
。

新
設
大
和
中
学
校
開
校

特
集

　

大
和
村
内
五
つ
の
中
学
校
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
「
新
設
大
和
中
学
校
」（
西
村

禎
文
校
長
）
の
開
校
式
が
４
月
５
日
行
わ
れ
た
。
式
典
に
は
２
、３
年
生
29
名
と
教

職
員
、
来
賓
、
地
域
住
民
ら
約
２
０
０
人
が
出
席
し
、
伊
集
院
村
長
が
大
和
中
学
校

の
開
校
を
告
辞
。
新
し
い
校
旗
が
伊
集
院
村
長
か
ら
西
村
校
長
に
手
渡
さ
れ
、
校
歌

作
曲
者
の
は
ま
だ
ゆ
か
り
さ
ん
が
新
校
歌
を
熱
唱
し
大
和
中
の
門
出
を
祝
っ
た
。

「子ども達のための統合を。」
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大
和
中
学
校
開
校
ま
で
の
あ
ゆ
み

平
成
15
年
３
月
12
日　
　

村
議
会
に
て
中
学
校
統
合
に
関
す
る
最
初
の
一
般
質
問

平
成
17
年
９
月
22
日　
　

村
議
会
に
て
中
学
校
を
２
校
に
統
合
す
る
案
に
つ
い
て
の
一
般
質
問

平
成
18
年
５
月
1
日　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
内
に
学
校
規
模
見
直
内
部
検
討
会
を
設
置

平
成
19
年
３
月
20
日　
　

学
校
統
合
審
議
会
条
例
を
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
統
合
検
討
推
進
本
部
規
約
を
制
定

　
　
　
　

６
月
12
日　
　

学
校
統
合
審
議
会
を
開
催
（
～
９
月
28
日
）

　
　
　
　

６
月
20
日　
　

村
議
会
に
学
校
統
合
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　
　
　
　

10
月
５
日　
　

学
校
統
合
審
議
会
が
村
へ
意
見
書
を
提
出

平
成
20
年
１
月
10
日　
　

学
校
統
合
に
係
る
集
落
説
明
会
を
開
催
（
～
１
月
24
日
）

平
成
21
年
２
月
17
日　
　

学
校
統
合
に
係
る
保
護
者
説
明
会
を
開
催
（
～
２
月
20
日
）

　
　
　
　

４
月
30
日　
　

学
校
統
合
に
係
る
集
落
説
明
会
を
開
催
（
～
５
月
19
日
）

　
　
　
　

６
月
25
日　
　

村
議
会
に
て
中
学
校
統
合
に
関
す
る
議
案
を
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
議
会
に
て
湯
湾
釜
分
校
の
統
合
に
関
す
る
議
案
を
否
決

　
　
　
　

８
月
４
日　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
内
に
中
学
校
統
合
準
備
検
討
委
員
会
を
設
置

　
　
　
　

11
月
20
日　
　

新
設
中
学
校
の
校
名
を
大
和
中
学
校
と
決
定

平
成
22
年
８
月
４
日　
　

校
訓
を
「
向
学　

敬
愛　

鍛
錬
」
と
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
個
性
の
花
咲
く　

大
和
中
」
と
決
定

　
　
　
　

11
月
25
日　
　

校
歌
・
校
章
を
決
定

平
成
23
年
２
月
21
日　
　

村
内
中
学
校
の
閉
校
式
を
開
催
（
～
３
月
25
日
）

　
　
　
　

４
月
５
日　
　

新
設
大
和
中
学
校
開
校
式
を
開
催

大
和
村
立
大
和
中
学
校
の
開
校
式
に
当
た

り
、
大
和
村
教
育
委
員
会
を
代
表
し
て
、
一

言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
、
地
域
の
皆
様
や
関
係
者
の
方
々

の
教
育
に
か
け
る
熱
意
と
子
ど
も
た
ち
に
輝

く
未
来
を
与
え
た
い
と
い
う
、
多
く
の
方
々

の
願
い
の
も
と
、
村
内
の
大
和
中
学
校
、
大

棚
中
学
校
、
戸
円
中
学
校
、
名
音
中
学
校
、

今
里
中
学
校
の
５
校
を
統
合
し
、
本
日
、
こ

こ
に
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
大
和
中
学
校
の
開
校
に
当
た

り
、
多
大
な
る
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
各
位
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
校
で
学
ぶ
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
今
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
で
培
っ
て
き
た
輝
か
し

い
実
績
と
伝
統
を
礎
に
、「
個
性
の
花
咲
く　

大
和
中
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、

知
性
を
磨
き
、
心
身
を
鍛
え
、
未
来
の
扉
を

開
く
創
造
性
豊
か
な
人
間
と
し
て
成
長
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。保

護
者
・
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
本
校
の
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
教
職
員
の
方
々

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
学
校
を
新
し
く
創
り

上
げ
て
い
く
こ
と
は
大
変
ご
苦
労
の
多
い
こ

と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
熱
い
情
熱

と
英
知
を
結
集
し
て
、
一
人
一
人
が
持
て
る

力
量
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る

学
校
を
築
き
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
は
も

と
よ
り
、
村
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多
く
の
期

待
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
校
生
徒
の
健

や
か
な
る
成
長
な
ら
び
に
、
新
し
い
伝
統
、

校
風
づ
く
り
の
た
め
に
、
校
長
先
生
・
教
職
員
、

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位

の
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

大
和
村
教
育
長　

泉　

有
智

新
た
な
伝
統
と
校
風

3
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【
校
訓
】

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
（
合
い
言
葉
）】

　

個
性
の
花
咲
く

　
　
　
　
　

大
和
中

　

個
性
の
花
咲
く

　
　
　
　
　

大
和
中

 

向 

学

 

敬 

愛

 

鍛 

錬

 

向 

学

 

敬 

愛

 

鍛 

錬

大
和
中
学
校
校
歌

　
　
　
　
　

作
詞　

南　
　
　

英　

一

　
　
　
　
　

作
曲　

は
ま
だ　

ゆ
か
り

１　

山
な
み
晴
れ
て　

さ
わ
や
か
に

　
　

朝
の
陽
匂
う　

文
の
窓

　
　

あ
ゝ
今
こ
こ
に　

向
学
の

　
　

希
望
に
満
ち
て　

集
い
つ
つ

　
　

豊
か
な
叡
智　

磨
き
あ
う

　
　

大
和
中
学　

伸
び
ゆ
く
わ
れ
ら

２　

寄
せ
来
る
波
頭　

は
つ
ら
つ
と

　
　

黒
潮
め
ぐ
る　

青
い
海

　
　

あ
ゝ
今
こ
こ
に　

誠
実
の

　
　

調
べ
も
高
く　

奏
で
つ
つ

　
　

心
身
共
に　

鍛
え
あ
う

　
　

大
和
中
学　

伸
び
ゆ
く
わ
れ
ら

３　

光
り
は
あ
ふ
れ　

と
こ
な
つ
の

　
　

奄
美
の
大
地　

香
る
風

　
　

あ
ゝ
今
こ
こ
に　

友
情
の

　
　

き
ず
な
も
固
く　

結
び
つ
つ

　
　

輝
く
未
来　

拓
き
あ
う

　
　

大
和
中
学　

伸
び
ゆ
く
わ
れ
ら
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新
設
大
和
中
学
校
の
開
校
に
当
た
り
、
大

和
中
学
校
長
と
し
て
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。

今
回
の
新
設
大
和
中
学
校
の
開
校
ま
で
に

「
学
校
統
合
準
備
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

よ
り
良
い
学
校
作
り
の
た
め
に
尽
力
を
く
だ

さ
い
ま
し
た
村
当
局
・
村
教
育
委
員
会
・
各

種
委
員
会
の
皆
様
方
の
御
支
援
ま
た
は
御
指

導
を
賜
り
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

村
内
の
五
つ
の
中
学
校
を
統
合
し
た
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
同
士
の
切
磋
琢
磨
す
る
機

会
が
増
し
、
人
間
関
係
や
交
友
関
係
が
広
が

り
、
豊
か
で
健
や
か
な
心
の
成
長
や
多
様
な

見
方
や
考
え
方
の
交
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

中
学
生
の
多
感
な
時
期
に
は
、
集
団
の
中
で

学
び
合
う
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
新
設
大
和
中
学
校
で
は
こ
の
こ
と
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

校
訓
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
和
村
民
憲
章

の
意
義
を
踏
ま
え
、
将
来
の
大
和
村
の
担
い

手
と
し
て
の
成
長
を
願
い
、「
向
学
」「
敬
愛
」

「
鍛
錬
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

  「
向
学
」
と
は
、 

基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身

に
つ
け
る
生
徒
、
真
理
を
追
究
し
、
学
び
続

け
る
生
徒
、
志
を
持
ち
、
志
の
実
現
に
向
け

努
力
す
る
生
徒
。

  

「
敬
愛
」
と
は
、
感
謝
の
心
を
持
ち
、
奉

仕
す
る
生
徒
、
思
い
や
り
が
あ
り
、
友
を
認

め
る
生
徒
、
誠
実
で
、
責
任
を
持
っ
て
行
動

す
る
生
徒
。

  

「
鍛
錬
」
と
は
、
健
康
で
明
る
く
、
勤
労

を
愛
す
る
生
徒
、
ね
ば
り
強
く
や
り
ぬ
く
生

徒
、
目
標
を
持
っ
て
体
力
作
り
に
励
む
生
徒
。

「
学
び
合
う
私
た
ち
」、「
認
め
合
う
私
た

ち
」、「
鍛
え
合
う
私
た
ち
」
と
し
て
、
充
実

し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
指
導
を
し

て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
【
個
性
の
花
咲
く

　

大
和
中
】
と
し
て
、
生
徒
一
人
一
人
の
個

性
が
満
開
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
目
標
に
は
、「
自
ら
学
ぶ

意
欲
を
も
ち
、
真
理
を
追
究
し
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
く
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
生
徒
を

育
成
す
る
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

  

「
学
問
を
修
養
す
る
こ
と
」
に
お
い
て
は
、

や
は
り
、
人
か
ら
強
制
さ
れ
て
学
問
を
す
る

の
で
は
な
く
、
自
ら
進
ん
で
学
ぶ
と
い
う
、

基
本
姿
勢
に
重
き
を
置
く
こ
と
。

  

「
真
理
の
追
究
」
と
は
、
物
事
を
進
め
る

に
当
た
り
「
何
が
正
し
く
何
が
間
違
い
で
あ

る
か
」
と
い
う
学
問
の
も
つ
究
極
的
な
ね
ら

い
で
あ
る
も
の
の
追
究
。

心
身
と
も
に
健
康
で
、
自
分
が
立
て
た
目

標
を
や
り
抜
く
、
初
志
貫
徹
の
精
神
を
持
っ

た
生
徒
の
育
成
。

新
設
大
和
中
学
校
で
は
、
通
学
区
域
が
広

範
囲
に
な
り
、
距
離
的
に
は
広
が
り
ま
す
が
、

学
校
と
家
庭
・
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
、
今

ま
で
以
上
に
深
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
を
見
守
る
確
か
な
目
で
、
学
校

と
家
庭
・
地
域
間
に
お
け
る
お
互
い
の
情
報

を
双
方
向
か
ら
共
有
し
合
え
る
事
を
強
く
望

ん
で
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
、
新
設
大
和
中
学
校
の
教
育
活
動

に
対
し
て
、
今
ま
で
の
五
つ
の
中
学
校
へ
お

寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
深
い
学
校
愛
と
同
様

に
し
て
、
今
後
と
も
大
和
村
民
の
中
学
校
と

し
て
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
開
か
れ

た
学
校
作
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
何

と
ぞ
深
い
御
協
力
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　大和中学校と周囲の自然・風土をイメージし、大
和村の花・タイワンヤマツツジと大和村の頭文字「Y」
をモチーフにしてデザインしました。豊かな自然に
抱かれた環境の中で、将来の夢や明るい希望に向か
ってたくましく成長する生徒と学校の姿をシンプル
に力強く表現しています。

　　　　　　　　　　　作製者　中本竹識

【校章】

大
和
村
立
大
和
中
学
校
校
長　

西
村　

禎
文

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
作
り
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１年　前田 凌太郎（大棚）

統
合された大和中での生活で感じること

は、人数が増えたので発表するときは

とっても緊張するけど昼休みなどは、いつ

も少人数でしていた遊びも大人数でできる

のでとっても楽しい

です。授業では、い

ろいろな考えや意見

があってとっても勉

強になります。

２年　政村 玲於奈（湯湾釜）

大
和村の五つの学校が一つになり人数が

増えて、学校がとてもにぎやかになり

ました。人数が増えることによってどんな

感じなんだろうと最初は不安もありました

が、クラスメイトが

４人増え、学校生活

が大きく変わったわ

けではなく、友達が

増えて毎日とても楽

しく過ごせています。

２年　勝 朝美（名音）

大
和中学校での生活はと

ても楽しいです。昨年

度に比べると人数も増え、授

業に活気があり、一人の時

より楽しいです。最初の頃

はとまどいもあったれけど、

充実した学校生活を送れて

います。

３年　氏家 香奈（今里）

最
初は授業についていけ

るかどうかや、他の集

落の子と仲良くなれるかが

心配でした。でも今は学校

にも慣れ、生徒会活動も充

実していてやりがいを感じ

ています。また、授業では

自分とは違う考え方や意見

が出て、いろいろな考え方

ができるので統合してよか

ったなと思います。休み時

間や昼休みは、友達と遊ん

だり、話したりするのがと

ても楽

しいで

す。

３年　中 あかり（国直）　生徒会長

大
和中が統合して２カ月がたちました。最初はいろい

ろ不安でいっぱいでした。でも、今では勉強、部活、

生徒会も成り立って、新大和中を立

ち上げています。また、学年など関

係なくみんな楽しく過ごしています。

地域の人たちや学校のみんなが統合

してよかったと思えるような学校に

していきたいです。

ＰＴＡ会長　神田 雄一（大和浜）

新
設大和中では、日頃から勉強だけでなく礼儀や道徳心、また他

人に対する思いやりなど必要なことを生徒のみなさんにしっか

りと教えていただいています。この教育方針を尊重しながら、ＰＴ

Ａとしても、地域・保護者・学校が一帯となった活動を行い、生徒

のみなさんが元気に、楽しく、有意義に中学生活を送ることができ

るよう協力していきたいと考えています。

大
和
中 

服
は
ち
が
え
ど 

み
な
ひ
と
つ

教
室
ち
が
え
ど 

心
は
ひ
と
つ

２
年　

神
田  

佑
八
（
大
和
浜
）

芽
吹
く
頃 

大
和
の
力 

集
ま
っ
て

開
花
に
向
か
っ
て 

一
致
団
結

２
年　

堀  

美
南
（
大
棚
）

新
設
大
和
中
へ
期
待
の
声

共
に
学
び

共
に
創
る

大
和
中
学
校

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
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地
域
と
一
体
の
教
育
環
境
づ
く
り

「
大
人
数
で
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
だ
ろ

う
か
。」、「
遠
距
離
通
学
に
な
っ
て
こ
れ
ま
で

よ
り
30
分
も
早
起
き
で
き
る
だ
ろ
う
か
。」、

「
中
学
生
が
い
な
く
な
っ
て
小
学
生
は
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
。」

生
徒
の
中
に
は
通
い
慣
れ
た
学
舎
を
離
れ

る
寂
し
さ
か
ら
不
安
を
口
に
す
る
者
も
少
な

く
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
開
校
か
ら
２
カ
月
が
経
過
し

た
頃
に
学
校
を
訪
ね
る
と
、
生
徒
の
顔
に
は

不
安
の
影
は
微
塵
も
な
く
、
屈
託
の
な
い
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。
元
気
に
遊
ぶ
姿
は
数

年
来
の
友
だ
ち
の
よ
う
に
さ
え
見
え
、
生
徒

同
士
に
出
身
校
の
垣
根
は
な
い
。

む
し
ろ
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
残
さ
れ
た

小
学
校
や
地
域
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

小
学
校
単
独
と
な
り
児
童
数
が
激
減
し
た

「
超
小
規
模
校
」
の
学
校
運
営
は
容
易
な
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

教
員
数
が
６
名
と
な
っ
た
名
音
小
や
３
名

の
今
里
小
に
お
い
て
は
教
職
員
の
過
重
な
負

担
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
運
動
会
を
始
め

と
す
る
地
域
行
事
は
集
落
の
協
力
無
く
し
て

実
施
は
難
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
な
お
一
層

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
環
境
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
空
き
教
室
の
福
祉
・
文
化
活
動
や

防
災
拠
点
と
し
て
の
利
用
を
要
望
す
る
声
も

根
強
く
、
学
校
・
教
育
委
員
会
・
地
域
の
人
々

が
知
恵
を
出
し
合
い
施
設
を
有
効
に
活
用
し

て
ほ
し
い
。

大
和
村
は
全
十
一
集
落
の
小
さ
な
村
だ
が
、

地
理
的
条
件
か
ら
各
集
落
の
気
質
が
様
々
で
、

各
学
校
の
校
風
も
異
な
る
。

先
の
開
校
式
に
お
け
る
生
徒
代
表
あ
い
さ

つ
で
、
中
山
恵
さ
ん
（
３
年
）
は
「
閉
校
し

た
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
伝
統
や
文
化
を
引
き

継
ぎ
、
新
し
い
大
和
中
学
校
で
も
新
し
い
伝

統
を
根
付
か
せ
、
個
性
の
花
咲
く
学
校
に
し

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

現
在
、
移
行
期
間
と
し
て
２
，
３
年
生
に

は
旧
中
学
の
制
服
や
体
育
服
の
着
用
を
認
め

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
用

す
る
女
子
生
徒
の
よ
う
に
、
出
身
校
ご
と
に

気
質
や
個
性
は
異
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

46
名
の
子
ど
も
達
が
、
お
互
い
を
尊
重
し
あ

い
、
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
新
た
な
大
和
中
の

伝
統
や
校
風
を
作
り
出
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
村
内
唯
一
の
中
学
校
と
し
て
「
大

和
」
の
名
に
誇
り
を
持
ち
、勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
、

各
方
面
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

校歌を合唱する 17 名の１年生
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本
日
こ
こ
に
、
平
成
23
年
度
の
予
算
並
び

に
諸
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、

村
政
に
対
す
る
所
信
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
主
要
施
策
と
予
算
の
概
要
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
一
般
会
計
並
び
に
各
特
別
会
計

予
算
の
提
案
理
由
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

議
会
並
び
に
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
村
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
の
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
国
の
予
算
は
「
成
長
と
雇
用
の
実
現
、
デ

フ
レ
脱
却
へ
の
道
筋
」、「
国
民
の
生
活
を
第

一
に
」、「
確
固
た
る
戦
略
に
基
づ
く
予
算
編

成
」
の
理
念
の
下
、「
新
成
長
戦
略
」
を
着
実

に
推
進
す
る
と
共
に
、「
財
政
運
営
戦
略
・
中

期
財
政
フ
レ
ー
ム
」
に
定
め
た
財
政
規
律
の

下
に
、
成
長
と
雇
用
拡
大
を
実
現
す
る
と
の

基
本
的
考
え
方
に
よ
り
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
の
国
の
一
般
会

計
予
算
の
規
模
は
、
９
２
兆
４
，
１
１
６
億

円
で
対
前
年
度
比
０
．
１
％
の
増
額
予
算
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
地
方
財
政
は
、
企
業
収
益

の
回
復
等
に
よ
り
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交

付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
増
加
す
る

一
方
、
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
や
公
債

費
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

定
員
純
減
や
人
事
委
員
会
勧
告
等
の
反
映
に

伴
い
給
与
関
係
経
費
が
大
幅
に
減
少
し
て
も

な
お
、
依
然
と
し
て
大
幅
な
財
源
不
足
が
生

じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
非
常
事
態
と
も

い
う
べ
き
危
機
的
な
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成
17
年
３
月
に
策
定
し
た
「
県
政
刷
新
大

綱
」
に
基
づ
き
、
財
源
不
足
額
の
縮
小
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
多
額
の
財

源
不
足
が
生
じ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
大
綱
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
行
財
政
構
造
改
革
に
引
き
続

き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
か
ら
更
に
踏
み
込
ん
だ
、
歳
入
・
歳
出

両
面
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
23
年
度

　
村
政
に
対
す
る
所
信

　

そ
れ
で
は
、
平
成
23
年
度
、
本
村
の
行
財

政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
村
は
、
県
同
様
に
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、「
自
然
と
共
生

し
、
安
心
し
て
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
た
、「
大
和
村
第
四
次
後
期
総
合

振
興
計
画
」
や
各
種
計
画
を
参
考
に
、
諸
施

策
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
90
％
以
上
を
依
存
財
源
に
頼
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
で
あ
る
た
め
、

構
造
的
な
財
源
不
足
は
続
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
国

の
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
的
確
に
判
断
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

村
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
の
緊
急
経

済
対
策
に
よ
る
交
付
金
等
に
よ
り
、
雇
用
・

経
済
対
策
等
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
交
付
税
も
こ
こ
２
～
３
年
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
見
通
し
は
不
透
明

な
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
財
政
状
況
は
、
国
庫
支
出

金
の
増
額
は
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
地
方
交

付
税
の
減
額
、
県
支
出
金
の
減
額
が
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
本
村
の
財
政
運
営

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
村
民
の
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
理
念
に
、
効
率
的
な

行
政
を
進
め
る
た
め

(1)　

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
財
政

の
確
立

(2)　

定
住
促
進
、
産
業
の
振
興
に
よ
る
地
域

の
活
性
化

(3)  

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
地
域
の
推
進

(4)  

道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、
生
活
環
境

の
整
備
促
進

(5)　

人
材
育
成
・
社
会
教
育
・
学
校
教
育
環

境
の
整
備
推
進

(6)  

自
然
と
共
生
し
、
生
き
生
き
、
安
心
、
安

全
な
住
み
よ
い
む
ら
づ
く
り

　

以
上
、
６
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
予
算
編

成
を
行
う
こ
と
と
併
せ
て
雇
用
対
策
に
も
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

  

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度
当
初
対

比
で
１
１
．
３
％
、
２
億
７
、４
１
９
万
６
千

円
増
の
、
２
６
億
８
、９
７
４
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
、
歳
入
に
お

き
ま
し
て
は
、
地
方
交
付
税
、
県
支
出
金
は

減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
国
庫
支
出
金

等
の
増
額
に
よ
り
、
歳
入
総
額
は
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
道
路
、
漁
港
の

整
備
、
災
害
復
旧
事
業
等
を
含
む
投
資
的
経

費
に
６
億
５
、１
３
８
万
１
千
円
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
村
民
に
身
近
な
生
活
基
盤
の
整
備
や

扶
助
費
等
に
つ
い
て
は
財
政
上
可
能
な
限
り

取
り
入
れ
る
一
方
、
経
常
経
費
の
抑
制
に
努

め
、
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

次
に
基
本
方
針
実
現
の
た
め
の
主
要
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

「
元
気
な
大
和
村
・
住
ん
で
み
た
い
大
和
村
」
を
め
ざ
し
て

～ 

３
月
４
日
村
議
会
か
ら
の
全
文
掲
載 

～
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定
住
促
進
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は

①　

高
校
生
通
学
バ
ス
の
全
額
助
成
を
は
じ

め
、
出
産
祝
金
、
育
児
助
成
金
、
新
築
住
宅

助
成
金
等
の
交
付
を
引
き
続
き
行
う
と
共
に
、

公
営
住
宅
の
建
設
、
空
き
家
対
策
に
取
り
組

む
等
、
定
住
促
進
対
策
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

②　

村
全
域
の
里
親
助

成
制
度
に
つ
い
て
の

周
知
に
努
め
ま
す
。

　

産
業
振
興
に

お
い
て
、
農
業
の

振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

①　

主
要
作
物
で
あ
る
、
ス
モ
モ
・
タ
ン
カ
ン
・

イ
ン
ゲ
ン
等
に
つ
い
て
は
、
土
づ
く
り
の
た

め
、
引
き
続
き
フ
レ
コ
ン
堆
肥
購
入
に
対
す

る
助
成
、
肥
料
高
騰
対
策
と
し
て
肥
料
購
入

に
対
す
る
助
成
や
、
バ
ー
ク
原
料
の
確
保
を

行
い
、
果
樹
、
野
菜
園
芸
等
の
生
産
拡
大
の

支
援
を
行
う
と
共
に
、
苗
木
購
入
助
成
等
に

　
　

つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

ま
た
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　

カ
ラ
ス
捕
獲
事
業
も
継
続
し

　
　
　
　
　
　
　
　

て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

地
場
消
費
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拡
大
や
産
地
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
図
る
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
に
、「
地　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
地
消
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
推
進
し
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
の
農
業
振

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
に
努
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

併
せ
て
産
業
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
地
域
活
性
化
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　

め
、
名
瀬
中
央
青
果
市

　
　
　
　
　
　
　

場
へ
の
集
出
荷
委
託
事
業

　
　
　
　
　

を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

③　

農
業
・
農
村
活
性
化
推
進
施
設
等
整
備

事
業
に
よ
る
集
団
営
農
施
設
マ
ン
ゴ
ー
ハ
ウ

ス
事
業
導
入
を
実
施
し
、
新
た
な
果
樹
生
産

の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
農
作
業
受
託

班
に
助
成
を
行
い
農
家
の
作
業
の
省
力
化
に

対
応
い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
起
債
の
繰
上
償
還
の
実
施
等

に
よ
り
、
公
債
費
は
減
少
が
見
込
ま
れ
る
も

の
の
、
道
路
・
漁
港
等
の
継
続
事
業
や
少
子

高
齢
化
対
策
、
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、

計
画
中
の
中
部
地
区
集
落
排
水
事
業
の
実
施

な
ど
、
今
後
も
財
政
状
況
は
厳
し
さ
が
続
く

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
行
政
事
務
全
般
に
お
け
る
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
を
は
じ
め
と
す
る
財
政
指

標
の
改
善
を
図
る
べ
く
、
財
政
健
全
化
計
画

等
に
基
づ
き
、
歳
入
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直

し
を
図
り
、
健
全
財
政
の
確
立
に
努
力
い
た

し
ま
す
。

　

次
に
歳
入
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
村

税
の
適
正
課
税
と
収
納
率
の
向
上
に
よ
る
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
事
業
の

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
補
助
事
業
を
優
先
す
る
ほ
か
、

村
債
に
つ
い
て
も
辺
地
債
や
過
疎
債
な
ど
、

で
き
る
だ
け
有
利
な
起
債
を
導
入
し
後
年
度

負
担
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

  

歳
出
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
節
減
合
理
化
を

図
り
、
消
費
的
経
費
の
抑
制
に
努
め
、
特
に

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画
を

基
本
に
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
事
務
に
つ
い
て
は
電
算
シ
ス

テ
ム
等
の
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
広

報
や
ま
と
や
防
災
行
政
無
線
等
に
よ
る
広
報

活
動
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
等
を
図
り
情

報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

(1)
　
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
財
政
の
確
立

　厳しい時代だからこそ村民が一同に力を合わせ、
　「元気な大和村・住んでみたい大和村」を目指して
　頑張って行きます。　大和村長　伊集院　幼

奄美プラム（すもも） (2)
　
定
住
促
進
、
産
業
の
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

9

広報　　　　　　　５月号



その他　899 千円
地方特例交付金　4,000 千円
自動車取得税交付金　5,322 千円
地方消費税交付金　13,029 千円
地方譲与税　30,753 千円
県支出金　146,238 千円
村債　161,000 千円

村税　84,007 千円
使用料及び手数料　37,990 千円

諸収入　34,034 千円
財産収入　11,540 千円
繰越金　10,000 千円
その他　6,455 千円

地方交付税
1,570,000 千円

国庫支出金
574,479 千円

自主財源
184,026 千円
（6.8％）

依存財源
2,505,720 千円
（93.2％）

歳入合計　2,689,746 千円

④　

遊
休
農
地
等
の
有
効
活
用
対
策
の
一
環

と
し
て
、
農
家
台
帳
の
整
備
を
行
い
、
農
地

流
動
化
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

⑤　

耕
作
放
棄
地
対
策
の
一
環
と
し
て
、
村

単
独
の
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
助
成
を
行
い
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

⑥　

農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活
動

事
業
を
導
入
し
、
地
域
住
民
、
関
係
団
体
等

の
協
力
に
よ
り
農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
を
、

地
域
ぐ
る
み
で
効
果
的
な
共
同
作
業
を
行
う

た
め
の
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

⑦　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
村
外
へ

村
の
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
引
き
続
き
積

極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
等
を
活
用
し
て
、
大
和

村
ブ
ラ
ン
ド
創
造
開
発
事
業
で
建
設
し
た
加

工
施
設
を
効
果
的
に
利
用
し
、
特
産
品
の
製

造
販
売
等
の
促
進
を
図
り
産
業
の
振
興
に
努

め
ま
す
。

⑧　

昨
年
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
農
地
被

害
等
に
対
す
る
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

①  

農
林
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
、
イ

ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
を
引
き
続

き
実
施
い
た
し
ま
す
。

 
②　

松
く
い
虫
防
除
事
業
を
引
き
続
き
実
施

致
し
ま
す
。

 

③　

今
年
度
本
村
で
開
催
さ
れ
る
群
島
植
樹

祭
に
お
い
て
、
サ
ク
ラ
、
ス
モ
モ
等
を
植
栽
し
、

美
し
い
森
林
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は

①　

オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
対
策
事
業
を
導
入
し

漁
場
の
保
全
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
浮
き
魚

礁
設
置
経
費
の
助
成
を
行
い
水
産
業
の
振
興

に
努
め
ま
す
。

②　

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
･
推
進
事

業
を
継
続
実
施
し
、
漁
場
生
産
力
の
向
上
、

海
域
環
境
の
保
全
･
国
境
監
視
等
、
多
面
的

機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

③　

今
里
漁
港
漁
村
再
生
交
付
金
事
業
に
よ

り
、
港
内
静
穏
度
を
高
め
る
た
め
に
、
防
波

堤
改
良
を
行
い
ま
す
。

④　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
を

活
用
し
、
漁
業
従
事
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

商
工
業
及
び
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は

①　

村
内
の
商
店
は
、
村
外
消
費
の
増
加
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
た
め
、

奄
美
商
工
会
へ
助
成
を
行
い
、
商
工
会
に
よ

る
経
営
改
善
普
及
指
導
等
を
推
進
し
ま
す
。

②  

青
年
団
主
催
の
ひ
ら
と
み
祭
り
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
経
費
の
助
成
と
開
催
準
備
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

③　

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
の
公
園
管
理

に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
の
経
営
改
善
、

経
費
の
節
減
、
雇
用
の
確
保
、
利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

④　

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
等
の
希
少
野
生

生
物
の
保
護
意
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と

共
に
、
奄
美
の
観
光
地
づ
く
り
事
業
等
の
導

入
を
推
進
し
村
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

⑤　

村
内
で
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ

い
て
は
、
協
力
体
制
を
充
実
し
積
極
的
に
誘

致
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

平成 23 年度一般会計度歳入予算内訳 自主財源　　村税など村が独自に調達するお金
依存財源　　国や県から村に入るお金

村税　　　　住民税や固定資産税などのお金
使用料　　　施設の利用料などのお金
諸収入　　　預金利子など
財産収入　　財産の貸し付けや売却による収入
繰越金　　　前年度から持ち越したお金

地方交付税　村の状況に応じて国から貰うお金
国庫支出金　事業を行うために国から貰うお金
県支出金　　事業を行うために県から貰うお金
村債　　　　村が借り入れたお金
地方譲与税　国から配分されるお金
各種交付金　国から配分されるお金

一般会計歳入

　 歳 入 の 中 心 を 占 め る 地 方 交 付 税 が ８ 千 万
円 の 減 額 で す が、 昨 年 の 豪 雨 災 害 復 旧 事
業 に 係 る 事 業 な ど に よ り 国 庫 支 出 金 が
４億２千６６０万６千円の増額となり、自主財
源は基金繰り入れや諸収入の増額により３百万
円の増額となりました。予算規模の増加により
自主財源比率は 0.7％の減少となりました。　
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子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
社
会
環
境
の

整
備
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
、
す
べ
て

の
村
民
が
安
心
し
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
送
る
に
は
、
健
康
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
少
子
化
対
策
や
村
民
の
健
康

管
理
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

①　

少
子
化
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
延
長
保
育
や
土
曜
保
育
を
実

施
す
る
と
共
に
、
村
単
独
の
育
児
助
成
金
を

支
給
す
る
な
ど
子
育
て
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

②　

中
学
校
卒
業
時
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
引
き
続
き
実
施
し
、
子
育
て
支
援
を
充
実

し
ま
す
。

③　

診
療
所
を
は
じ
め
県
や
健
康
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
保

健
予
防
事
業
に
よ
る
各
種
検
診
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
健
康
教
育
及
び
訪
問
指
導

の
強
化
や
個
人
レ
ベ
ル
で
の
健
康
づ
く
り
の

意
識
の
高
揚
と
、
健
康
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

④　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護

給
付
費
の
約
65
％
を
施
設
介

護
利
用
者
が
占
め
保
険
者
負
担

の
増
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
在
宅
福
祉
の
充
実

を
図
る
と
共
に
、
高
齢
者
運
動

機
能
向
上
対
策
事
業
を
強
化
し
、

介
護
予
防
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

⑤　

在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
を

介
護
し
て
い
る
方
へ
の
介
護
手
当
を
引
き
続

き
実
施
し
、
在
宅
福
祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑥　

介
護
支
援
事
業
所
・
国
保
・
大
和
診
療

所
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
訪
問
指
導
や

健
康
相
談
等
を
充
実
し
、
個
々
の
健
康
意
識

を
高
め
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
を
活
用

し
、
高
齢
者
等
の
安
心
・
安
全
な
生
活
支
援
、

在
宅
訪
問
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

⑦　

老
人
ク
ラ
ブ
へ
育
成
補
助
及
び
各
種
大

会
の
参
加
援
助
を
行
い
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

⑧　

大
和
の
園
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
施
設
と
し
て
、
入
所
者
が
受
け
た
い

介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
入
所

者
が
安
心
・
安
全
な
園
生
活
が
送
れ
る
た
め

の
施
設
改
善
や
健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

⑨　

長
寿
社
会
づ
く
り
ソ

　
　
　
　
　
　
　

フ
ト
事
業
を
導
入
地
域
福

　
　
　
　
　
　
　

祉
計
画
を
策
定
し
、
し
て

　
　
　
　
　
　
　

地
域
支
え
合
い
と
い
う
住

　
　
　
　
　
　
　

民
主
体
の
地
域
福
祉
の
推

　
　
　
　
　
　
　

進
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

⑩　

精
神
保
健
事
業
・
住

　
　
　
　
　
　
　

民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

　
　
　
　
　
　
　

付
金
等
を
導
入
し
、
障
害

　
　
　
　
　
　
　

者
等
の
行
き
場
づ
く
り
支

　
　
　
　
　
　
　

援
等
を
行
い
ま
す
。

義務的経費　任意に削除できない経費
投資的経費　支出の効果が将来に残る経費
その他経費　義務的経費と投資的経費以外の
　　　　　　経費

公債費　　　借金の返済のための経費
人件費　　　職員給与や議員報酬など
扶助費　　　法律に基づく福祉的経費
単独普通建設　村が単独で行う投資的経費
補助普通建設　国からの補助を受けて行う投資
　　　　　　　的経費
災害復旧事業費　災害の復旧に要する経費
物件費　　　消耗品などの消費的経費
補助費　　　各種団体へ負担や補助する経費
繰出金　　　特別会計へ払い出す経費

一般会計歳入

　義務的経費においては公債費が昨年の新規
発 行 地 方 債 の 抑 制 や 繰 上 償 還 の 実 施 に よ り
３千４百１４万５千円の減額となり、投資的
経費は普通建設事業が減少しましたが昨年の
豪雨災害による災害復旧事業費の増額により
２億６百９１万８千円の増額になりました。物
件費はふるさと雇用再生特別基金事業や特産品
ＰＲ費などにより４千５百３０万６千円の増額
となりました。

平成 23 年度一般会計度歳出予算内訳

公債費
570,446 千円

義務的経費
1,224,331 千円
（45.5％）

投資的経費
651,381 千円
（24.2％）

歳出合計　2,689,746 千円

その他経費
814,034 千円
（30.3％）

人件費
522,097 千円

扶助費
131,788 千円

災害復旧事業費
398,480 千円

普通建設費（単独）
132,457 千円

普通建設費（補助）
120,444 千円

物件費
337,875 千円

補助費
211,128 千円

繰出金
204,918 千円

その他
60,113 千円

(3)
　
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
地
域
の
推
進

八月踊り（H22.9.19 大棚集落）

11

広報　　　　　　　５月号



  

生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路
交
通
網
や
防
災
行

政
に
必
要
不
可
欠
な
情
報
通
信
体
系
、
集
落

内
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
本

村
の
活
性
化
に
最
も
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ

る
た
め
、
更
に
整
備
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

道
路
交
通
網
に
つ
い
て
は

①　

本
村
の
農
業
拠
点
で
あ
る
福
元
地
区
や

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
で
あ
る
、
村
道
大
棚
名
音
線
改
良
事
業
を

継
続
実
施
し
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

②　

村
道
等
の
除
草
や
路
面
補
修
等
を
行
い
、

村
道
等
の
維
持
補
修
に
努
め
ま
す
。

③　

主
要
地
方
道
・
名
瀬
瀬
戸
内
線
は
、
救

急
搬
送
や
通
勤
通
学
に
村
民
の
生
活
路
線
と

し
て
重
要
な
路
線
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ト
ン

ネ
ル
の
整
備
な
ど
、
大
和
・
名
瀬
間
の
フ
ラ
ッ

ト
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

④　

昨
年
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
道
路
等

の
公
共
土
木
施
設
等
の
早
期
復
旧
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

　

情
報
通
信
体
系
に
つ
い
て
は

①　

２
０
１
１
年
の
テ
レ
ビ
の
地
上
波
デ
ジ

タ
ル
放
送
移
行
に
伴
う
、
中
継
局
整
備
及
び

共
同
受
信
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
連
携
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

②　

防
災
行
政
無
線
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
に
併
せ
て
村
の
防
災
情
報
や
エ
リ
ア
メ
ー

ル
の
配
信
を
行
う
と
共
に
、
携
帯
電
話
の
不

感
区
域
の
解
消
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
連
携

し
対
応
す
る
な
ど
、
防
災
行
政
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

③　

大
規
模
災
害
時
等
の
情
報
通
信
手
段
の

確
保
対
策
の
一
つ
と
し
て
衛
星
携
帯
電
話
の

導
入
を
図
り
ま
す
。

④　

あ
ま
み
Ｆ
Ｍ
デ
ィ
と
協
力
し
、
村
内
で

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
が
受
信
で
き
る

よ
う
に
国
・
県
へ
の
要
望
活
動
や
施
設
整
備

等
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

歳出科目 事業の内容 事業費 前年比

総務費

高校生の通学バス賃補助 18,720 ｰ 120

農林水産物販売促進等の委託 12,000 新規

庁舎警備や事務員の雇用 7,741 ｰ 11,079

図書整備や障害者の支援 6,025 新規

特産品の成分分析など 2,606 新規

里親引き受け世帯への助成 1,800 同額

民生費

子ども手当の支給 24,192 +1,162

敬老年金の支給 8,650 +394

地域福祉計画の策定 4,462 新規

育児助成金の支給 4,200 同額

高齢者バス賃の補助 3,000 同額

在宅寝たきり高齢者介護手当の支給 1,440 ｰ 1,080

衛生費
海岸の清掃 2,513 新規

子どもの医療費助成 1,715 ｰ 144

農林水産

事業費

今里漁港の整備 42,900 ｰ 97,300

松食い虫の防除 12,748 +1

共同選果場建設の負担金 10,145 新規

マンゴーハウス整備の助成 8,994 7,590

モノレールや防護策の整備 7,170 2,170

まほろば漁業集落への補助 3,670 +4

青果市場代行便の運行 1,630 +300

フレコン堆肥購入の助成 2,100 +256

商工費 ひらとみ祭りへの補助 1,500 同額

土木費

村道大棚名音線の改良工事 91,400 ｰ 8,782

公営住宅の建設 73,444 新規

橋梁点検長寿命化計画の策定 4,100 +100

教育費 大和中スクールバスの運行 6,300 新規

災害復旧費
河川や村道の災害復旧工事 337,870 新規

林道の災害復旧工事 60,610 新規

公債費 借金の返済 570,446 ｰ 34,145

平成２３年度の主な事業

(4)
　
道
路
交
通
網
、
情
報
通
信
網
、
生
活
環
境
の
整
備
促
進

　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は

①　

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
生
活
排
水
対

策
と
し
て
西
部
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業

の
加
入
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
中
部
地

区
の
事
業
の
早
期
実
施
に
向
け
て
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

②　

新
聞
紙
や
雑
誌
等
の
古
紙
類
の
分
別
収

集
を
行
い
、
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

を
図
り
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
環
境
保
全
の
面
か
ら
関
係
機
関
と
連
携

し
、
車
輌
の
放
置
防
止
や
ご
み
の
不
法
投
棄

防
止
に
努
め
ま
す
。

③　

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
は
、
住
民
に

不
快
感
を
与
え
生
活
上
、
大
き
な
問
題
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
一
部
有
料
に
よ
り
駆
除

用
薬
品
を
配
布
し
駆
除
に
努
め
ま
す
。

 

④　

海
岸
漂
着
物
の
回
収
・
処
理
を
実
施
す

る
こ
と
で
海
岸
環
境
の
保
全
を
図
り
、
併
せ

て
地
域
雇
用
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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①　

奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
や
奄
美

自
然
体
験
活
動
推
進
協
議
会
等
と
連
携
し
、

自
然
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

②　

鹿
児
島
・
沖
縄
両
県
を
は
じ
め
群
島
内

　
　
　
　
　
　
　
　

各
市
町
村
と
連
携
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奄
美
群
島
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
遺
産
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
期
登
録
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
指
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
組
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③　

本
村
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
念
と
し
て
、
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
共
生
し
た
住
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
産
業
振
興
を
進
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
民
が
将
来
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　

て
も
、
住
み
や
す
く
安
心

　
　
　
　
　

し
て
暮
ら
し
な
が
ら
、
大
和
村

　
　

に
誇
り
と
希
望
を
持
ち
、
村
民
が
主
役

と
な
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

④　

災
害
か
ら
村
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

昨
年
の
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し
て
大
和
村
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
等
を
行
い
、
災
害
に

強
い
村
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
、
村
政
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
の

概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
も
厳
し
い
財
政
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
効
率
的
に
執
行
す
る
こ
と
で
、

所
期
の
目
的
を
達
成
し
、
本
村
の
飛
躍
の
年

と
な
る
よ
う
に
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努

力
し
、
村
民
と
と
も
に
夢
を
持
ち
、
自
然
に

や
さ
し
い
、
明
る
く
心
豊
か
な
ま
ほ
ろ
ば
大

和
の
創
造
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
村
政
運
営
に
全
身
全
霊
を
傾

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
議

会
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

「
村
づ
く
り
の
基
本
は
、
人
づ
く
り
か
ら
」
を

基
本
に
、
教
育
環
境
の
整
備
や
人
間
性
豊
か

な
人
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

①　

公
民
舘
に
お
い
て
は
、
い
つ
で
も
自
由

に
生
涯
学
習
の
機
会
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
、

公
民
館
講
座
を
引
き
続
き
開
講
し
、
村
民
に

親
し
ま
れ
る
よ
う
な
公
民
館
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

②  

子
ど
も
た
ち
に
好
評
で
あ
る
「
大
和
っ
子

ス
ク
ー
ル
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
児
童
・

生
徒
の
体
験
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
青

少
年
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

③　

村
民
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
等
の
イ

ベ
ン
ト
を
継
続
実
施
し
、
村
民
の
健
康
増
進

に
努
め
ま
す
。

④　

新
設
大
和
中
学
校
が
開
校
す
る
こ
と
に

伴
い
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
、
校
舎
の
耐

震
補
強
を
実
施
す
る
な
ど
、
村
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の

充
実
を
推
進

し
て
参
り

ま
す
。

⑤　

学
力
対
策

協
議
会
へ
の
助
成
を
引
き
続
き
行
い
、
基
礎

学
力
の
確
実
な
定
着
や
教
職
員
の
資
質
向
上
、

児
童
生
徒
の
体
験
活
動
に
よ
る
、
生
き
る
力

の
育
成
、
確
か
な
学
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
に
お
い
て
外
国
語
教
育
が

必
修
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
引
き
続
き
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
配
置
い
た
し
ま
す
。

(5)
　
人
材
育
成
、
社
会
教
育
、
学
校
教
育
環
境
の
整
備
推
進

(6)
　
自
然
と
共
生
し
、
生
き
生
き
、
安
心
、
安
全
な
住
み
よ
い
村
づ
く
り

ひらとみ祭り（H22.8.28 思勝港）

ムチモレ踊り（H22.11.21 湯湾釜集落）

奄美タンカン
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季
節
は
ず
れ
の
台
風
２
号

　

５
月
28
日
深
夜
か
ら
29
日
早
朝
に
か
け
て

接
近
し
た
台
風
２
号
は
、
奄
美
群
島
全
域
を

暴
風
域
に
巻
き
込
み
東
シ
ナ
海
を
北
上
。
大

和
村
に
強
烈
な
ケ
ー
シ
カ
ジ
（
台
風
通
過
後

に
吹
く
南
西
方
向
か
ら
の
吹
き
返
し
の
風
）

を
見
舞
い
、
収
穫
目
前
の
ス
モ
モ
に
大
打
撃

を
与
え
た
。

　

ス
モ
モ
は
６
月
中
旬
ま
で
に
収
穫
を
終
え

る
た
め
台
風
常
襲
地
帯
の
奄
美
大
島
に
あ
っ

て
被
害
を
受
け
に
く
い
作
物
と
言
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
今
年
は
春
先
の
低
温
の
影
響

か
ら
成
熟
が
遅
れ
、
６
月
初
旬
か
ら
収
穫
を

始
め
よ
う
と
す
る
矢
先
、
最
悪
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
の
台
風
襲
来
だ
っ
た
。

　

28
日
夜
に
は
、「
本
当
に
台
風
は
来
る
の

か
？
」
と
疑
う
ほ
ど
風
が
や
み
静
寂
に
包
ま

れ
て
い
た
が
、
深
夜
２
時
頃
か
ら
轟
音
と
共

に
突
風
が
吹
き
始
め
、
海
水
を
巻
き
上
げ
る

シ
ュ
ウ
ベ
（
潮
風
）
と
な
っ
て
木
々
を
揺
さ

ぶ
っ
た
。

　

翌
朝
行
わ
れ
た
村
に
よ
る
災
害
調
査
で
は
、

幸
い
に
し
て
民
家
や
公
共
施
設
の
被
害
は
ほ

と
ん
ど
無
か
っ
た
が
、
ス
モ
モ
の
落
果
被
害

は
最
悪
な
状
況
で
全
体
の
７
割
近
い
実
が
落

下
し
て
い
た
。

　

ス
モ
モ
は
開
花
後
に
「
摘
果
」
と
呼
ば
れ

る
果
実
を
肥
大
化
す
る
た
め
の
間
引
き
作
業

を
行
う
。
こ
れ
は
大
変
な
時
間
と
労
力
を
要

す
る
作
業
だ
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
徹
底
的
に

摘
果
し
、
大
き
な
実
を
着
け
た
木
ほ
ど
被
害

は
甚
大
だ
っ
た
。
実
が
己
の
重
さ
に
絶
え
き

れ
ず
強
風
で
落
下
し
た
の
だ
。

　

上
記
の
写
真
は
赤
井
重
和
さ
ん
（
思
勝
・

59
才
）
が
長
溝
地
区
に
所
有
す
る
ス
モ
モ
畑
。

29
日
早
朝
に
畑
を
訪
ね
る
と
、
ほ
ん
の
り
色

付
き
始
め
た
ス
モ
モ
が
畑
一
面
に
転
が
っ
て

お
り
、
ま
る
で
収
穫
し
た
実
を
撒
き
散
ら
し

た
か
の
有
様
だ
っ
た
。
ど
れ
も
３
Ｌ
以
上
の

大
玉
ば
か
り
で
赤
井
さ
ん
の
徹
底
し
た
摘
果

ぶ
り
が
見
て
取
れ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
９
割
以
上
が
落
下
し
て
お
り
樹
上
に
は
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
強
風
に
絶
え
落
下
の
難
を
逃
れ
た

木
々
に
も
異
変
が
発
生
し
た
。
シ
ュ
ウ
ベ
（
潮

風
）
に
よ
る
塩
害
だ
っ
た
。

　

28
日
の
深
夜
以
降
ま
と
ま
っ
た
雨
が
な
く
、

潮
風
に
さ
ら
さ
れ
た
葉
は
茶
色
く
変
色
し
落

葉
。
残
っ
た
実
も
生
育
不
良
に
陥
っ
た
。
紅

色
に
熟
し
た
実
も
例
年
と
は
若
干
風
味
が
異

な
り
、
園
地
に
よ
っ
て
は
ス
モ
モ
特
有
の
酸

味
の
な
い
「
水
っ
ぽ
い
」
実
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

収
穫
を
目
の
前
に
し
て
一
年
間
の
苦
労
が

た
っ
た
３
時
間
の
風
で
水
泡
に
消
え
た
農
家

の
落
胆
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

村
産
業
振
興
課
で
は
当
初
、
収
穫
量
を
昨

年
以
上
の
１
０
０
～
１
２
０
ト
ン
と
見
込
ん

で
い
た
が
、
調
査
結
果
を
受
け
３
０
ト
ン
程

度
と
下
方
修
正
。
来
年
度
以
降
の
樹
勢
回
復

に
む
け
て
剪
定
や
施
肥
、
暴
風
対
策
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

収
穫
目
前
の
台
風
に
ス
モ
モ
農
家
呆
然
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ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
気
概

　

奥
田
清
之
助
さ
ん
（
大
棚
・
79
才
）
は
古

く
か
ら
ス
モ
モ
生
産
に
携
わ
る
ベ
テ
ラ
ン
の

農
家
だ
。
大
棚
と
毛
陣
地
区
に
１
５
０
本
の

ス
モ
モ
木
を
栽
培
し
て
い
る
が
、
大
玉
ば
か

り
を
出
荷
す
る
と
評
判
が
高
く
、
口
コ
ミ
で

の
注
文
が
絶
え
な
い
と
い
う
。

　

昨
年
、
大
和
村
果
樹
振
興
会
か
ら
、
大
玉

出
荷
割
合
が
高
い
農
家
に
送
ら
れ
る
、
優
良

農
家
・
大
玉
の
部
で
表
彰
を
受
け
た
。

　

ご
本
人
は
、「
個
人
注
文
が
ば
か
り
で
農
協

さ
ん
に
は
肥
料
代
程
度
し
か
出
荷
し
て
な
い

よ
。」
と
謙
遜
す
る
が
、
そ
れ
で
も
農
協
で
の

大
玉
（
３
Ｌ
以
上
）
率
は
20
％
を
超
え
る
と

い
う
。

　

大
玉
を
栽
培
す
る
コ
ツ
を
お
伺
い
す
る
と
、

大
玉
系
統
の
木
を
接
ぎ
木
で
増
や
す
こ
と
、

10
～
20
年
の
成
木
が
中
心
に
な
る
よ
う
順
次

改
植
を
行
う
こ
と
、
摘
果
は
１
本
に
つ
き
３

回
以
上
行
う
こ
と
、
な
ど
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
た
。

　

興
味
深
か
っ
た
の
は
「
あ
ま
り
花
は
咲
か

な
い
方
が
よ
い
。」
と
の
言
葉
。「
そ
れ
な
ら
、

今
年
の
摘
果
は
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」

と
尋
ね
る
と
、
そ
れ
で
も
家
族
総
出
で
摘
果

し
例
年
以
上
の
出
来
だ
と
の
こ
と
。

　

台
風
被
害
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
頃

奥
田
さ
ん
宅
を
訪
ね
た
。「
ど
れ
ほ
ど
シ
ョ
ッ

ク
だ
ろ
う
か
」
と
思
い
な
が
ら
清
之
助
さ
ん

に
畑
の
様
子
を
伺
う
と
、
無
念
さ
の
中
に
も

以
外
と
サ
バ
サ
バ
し
た
表
情
だ
っ
た
。

　

奥
さ
ん
の
ウ
タ
子
さ
ん
（
77
才
）
に
よ
る
と
、

台
風
の
翌
朝
は
壊
滅
的
な
畑
の
状
況
に
ひ
ど

く
落
胆
し
た
様
子
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

「
ス
モ
モ
は
全
部
落
ち
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
東

北
大
震
災
の
被
災
者
の
こ
と
を
思
う
え
ば
落

ち
込
ん
で
な
ん
か
い
ら
れ
な
い
。」
そ
う
気
持

を
切
り
替
え
畑
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

困
難
な
状
況
の
な
か
で
も
前
向
き
な
姿
勢

に
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
気
概
を
感
じ
た
。

「
東
北
の
被
災
者
の
こ
と
を
思
え
ば
・
・
・
。」

15
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希
望
に
ワ
ク
ワ
ク
胸
膨
ら
む

13
名
の
新
入
生
が
入
学

　

４
月
６
日
、
大
和
、
大
棚
、
今
里
の
３
小
学
校
で
入
学
式
が
あ
り
、
14
名
の
新
入

生
が
入
学
し
ま
し
た
。
毎
日
元
気
に
登
校
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の

温
か
い
見
守
り
と
優
し
い
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
棚
小
学
校

霧
島
一
浩
校
長

奥
平
光ひ

か
りく
ん

（
奥
平
晃
二
）

賀
川
美み

つ
き紀
さ
ん

（
賀
川
輝
也
）

碇
本
愛ま

な
み美
さ
ん

（
碇
本
れ
い
子
）

名
音
小
学
校

井
上
正
美
校
長

川
畑
光み

ち

え

智
慧
さ
ん

（
川
畑
雅
彦
）

高
田
生い

ぶ
き希
く
ん

（
高
田
真
奈
美
）

大
和
小
学
校

晨
原
弘
久
校
長

宮
恭き
ょ
う
や也
く
ん

（
宮
慎
一
）

政
村
李り

く玖
く
ん

（
政
村
勇
二
）

浜
井
歩あ
ゆ
む夢
く
ん

（
浜
井
康
彰
）

平
岡
心こ
こ
あ愛
さ
ん

（
平
岡
奈
々
美
）

宮
本
心こ
ま
ち満
さ
ん

（
宮
本
聖
平
）

仁
規
萌も
え
ね音
さ
ん

（
仁
規
正
俊
）

仁
規
希き
せ
き夕
さ
ん

（
仁
規
正
俊
）

中
島
史ふ
み
は
る晴
く
ん

（
中
島
保
男
）

久
保
颯そ
う
た汰
く
ん

（
久
保
の
ぶ
み
）

継
続
的
な
環
境
学
習
と
保
護
活
動
が
高
く
評
価

大
和
小
学
校
が
環
境
省
表
彰

　

５
月
15
日
、
ヒ
ル
ト
ン
東
京
（
東
京
都
新

宿
区
）
に
お
い
て
、
常
陸
宮
殿
下
、
同
妃
殿

下
ご
臨
席
の
下
に
「
全
国
野
鳥
保
護
の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
、
本
村
の
大
和
小
学
校
（
晨

原
弘
久
校
長
）
が
環
境
省
自
然
環
境
局
長
賞

に
表
彰
さ
れ
た
。

　

大
和
小
は
平
成
17
年
か
ら
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
利
用
し
、
５
年
生
は
「
守
ろ
う
在

来
種
」、
６
年
生
は
「
奄
美
大
島
の
水
を
守
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
の
環
境
学
習
を
実
施
。

大
和
川
水
系
三
田
川
の
深
淵
、
通
称
「
サ
ン

ダ
ゴ
モ
リ
」
に
異
常
繁
殖
し
た
特
定
外
来
種

の
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
タ
ス
（
和
名
ボ
タ
ン
ウ
キ

ク
サ
・
以
下
「
W
レ
タ
ス
」）
の
除
去
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

W
レ
タ
ス
は
ア
フ
リ
カ
原
産
の
浮
遊
性
の

常
緑
多
年
草
で
、
異
常
繁
殖
に
よ
り
水
流
の

阻
害
や
太
陽
光
の
遮
断
な
ど
、
川
の
水
質
を

著
し
く
悪
化
さ
せ
る
。
数
年
前
か
ら
大
和
川

水
系
で
の
生
育
が
確
認
さ
れ
、
特
に
夏
場
の

サ
ン
ダ
ゴ
モ
リ
で
は
水
面
を
覆
い
尽
く
す
程

繁
殖
し
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
。

　

大
和
小
で
は
、
隣
接
す
る
環
境
省
野
生
生

物
保
護
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
講
師
と
し
て
招

き
、
外
来
生
物
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
や
大

和
川
の
生
態
系
に
つ
い
て
学
習
し
、
W
レ
タ

ス
の
駆
除
を
実
践
し
て
き
た
。

　

１
回
の
除
去
作
業
で
農
業
用
コ
ン
テ
ナ
の

１
０
０
箱
以
上
の
大
量
の
W
レ
タ
ス
を
除
去

し
た
と
い
う
が
、
翌
年
に
は
除
去
前
の
状
況

に
復
元
し
児
童
達
を
落
胆
さ
せ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
で
も
児
童
達
は
毎
年
作
業
を
継
続
し
、

W
レ
タ
ス
を
除
去
し
続
け
、
そ
の
実
績
が
高

く
評
価
さ
れ
今
回
の
表
彰
に
至
っ
た
。

　

児
童
を
指
導
し
た
山
田
克
美
教
諭
は
「
今

回
の
受
賞
に
よ
り
、
子
ど
も
達
が
自
ら
の
活

動
に
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
郷
土

の
自
然
に
誇
り
を
も
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

た
。

ウォータレタス除去作業の様子（H22.9.23 サンダゴモリ）
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教
育
長
に
泉
有あ
り
と
も智
氏
選
任

　

４
月
１
日
、
村
教
育
委
員
会
は
臨
時
会
に

お
い
て
、
元
大
和
村
総
務
企
画
課
長
の
泉
有

智
氏
を
全
会
一
致
で
選
任
し
た
。

　

泉
氏
は
本
村
思
勝
出
身
の
60
才
。
武
蔵
工

業
大
学
卒
業
後
、
昭
和
54
年
に
大
和
村
役
場

へ
入
庁
。
今
年
三
月
に
定
年
退
職
す
る
ま
で

の
三
年
間
を
総
務
企
画
課
長
と
し
て
村
政
運

営
に
携
わ
っ
た
他
、
職
務
の
ほ
と
ん
ど
を
建

設
畑
で
勤
め
た
あ
げ
た
根
っ
か
ら
の
「
技
術

屋
」。
入
庁
後
に
建
築
士
の
資
格
を
取
得
す
る

な
ど
努
力
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

本
村
に
お
い
て
教
育
畑
以
外
か
ら
の
教
育

長
の
選
任
は
初
め
て
だ
が
、
泉
氏
は
、「
行
政

経
験
を
生
か
し
て
学
校
現
場
と
行
政
の
パ
イ

プ
役
と
な
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く

り
を
推
進
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　

折
し
も
、
今
年
度
か
ら
村
内
の
全
中
学
校

が
統
合
さ
れ
新
設
大
和
中
学
校
が
開
校
す
る

変
革
の
年
だ
が
、
教
職
員
は
も
と
よ
り
行
政

と
地
域
住
民
が
連
携
し
、
更
な
る
教
育
環
境

の
向
上
を
図
る
。

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
に
歓
声

　

第
52
回
春
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
（
大
和
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
・
今

井
秀
樹
会
長
）
が
４
月
18
日
か
ら
大
和
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
村
内
各
集
落
か
ら

10
チ
ー
ム
が
参
加
。
多
く
の
観
客
や
応
援
団

が
見
つ
め
る
中
、
10
試
合
の
熱
戦
を
演
じ
た
。

　

22
日
に
は
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
Ａ
級
は
大

棚
Ａ
チ
ー
ム
が
４
年
連
続
の
優
勝
を
、
Ｂ
級

で
は
大
和
浜
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
の
栄

冠
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
選
手
賞
に
は
大
棚
Ａ
チ
ー

ム
の
エ
ー
ス
杉
島
勇
選
手
と
決
勝
戦
で
完
投
・

２
本
塁
打
と
活
躍
し
た
大
和
浜
チ
ー
ム
の
川

畑
英
作
選
手
が
選
出
さ
れ
た
。

　

５
月
８
日
、
大
棚
集
落
で
第
18
回
フ
ァ
ミ

リ
ー
釣
り
大
会
（
大
棚
壮
年
団
主
催
・
直
崎

武
志
団
長
）
が
開
催
さ
れ
21
家
族
70
名
が
参

加
。
集
落
総
出
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
恒

例
の
行
事
を
楽
し
ん
だ
。

　

同
大
会
は
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
家

族
や
地
域
の
人
々
と
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
壮
年
団
が
開
催
。
あ
わ
せ
て
近
年

は
環
境
保
護
活
動
の
一
環
と
し
て
釣
り
の
合

間
に
海
岸
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
家
族
ご
と
に
思
い
思
い

の
場
所
へ
出
か
け
、
集
落
前
の
堤
防
で
終
日

の
ん
び
り
を
決
め
込
む
者
や
、
大
物
を
狙
っ

て
村
外
の
磯
場
へ
遠
征
す
る
者
、
中
に
は
山

へ
出
向
き
タ
ナ
ガ
（
川
エ
ビ
）
を
獲
る
者
も

い
た
と
か
。

　

夕
方
に
は
検
量
場
所
と
な
っ
た
大
棚
港
に

続
々
と
獲
物
や
大
量
の
ゴ
ミ
が
持
ち
込
ま
れ
、

大
小
色
と
り
ど
り
な
魚
70
キ
ロ
と
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
漂
着
ゴ
ミ

１
９
４
kg
を
回
収
し
た
。

　

釣
り
上
げ
た
魚
は
参
加
者
全
員
で
さ
ば
き
、

普
段
は
手
に
す
る
こ
と
の
な
い
生
魚
の
感
触

に
子
ど
も
達
の
は
し
ゃ
ぐ
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

表
彰
式
を
か
ね
た
反
省
会
で
は
刺
身
や
か

ら
揚
げ
と
な
っ
た
新
鮮
な
海
の
幸
に
舌
鼓
を

打
ち
、
釣
り
談
義
に
花
を
咲
か
せ
た
と
の
こ

と
。

　

な
お
、
釣
果
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
結
果
は

次
の
と
お
り
。

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

　

川
下
吉
光
家
（
17
キ
ロ
）

○
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
部

　

佐
多
巌
家
（
32
キ
ロ
）

○
大
物
の
部

　

直
崎
武
志
（
ツ
ノ
マ
ル
・
55
セ
ン
チ
）

○
一
般
の
部

　

森
田
幸
一
郎
（
４
．
７
キ
ロ
）

※
他
魚
種
の
部
多
数

大
棚
フ
ァ
ミ
リ
ー
釣
り
大
会

釣
果
と
ゴ
ミ
の
量
を
競
っ
て
親
睦
を
深
め
る

泉有智教育長

Ａ級優勝を果たした大棚Ａチーム

全員で魚をさばく参加者
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こせきの窓

人口	 1,738人（△34）

	男	 828人（△４）

	女	 910人（△30）

世帯	 903戸（＋２）

5月１日現在

（前年同月比）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

賀
川　

明
子
様
（
40
歳
）

里　

フ
ミ
子
様
（
97
歳
）

園
田　

ス
マ
様
（
95
歳
）

福
元　

政
弘
様
（
47
歳
）

泉　
　

洋
子
様
（
79
歳
）

中
里
オ
ユ
ク
様
（
93
歳
）

元
山　

益
雄
様
（
79
歳
）

田
河　

正
祥
様
（
55
歳
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

賀
川　

輝
也
様
（
故
賀
川
明
子
様
）

永
田　

康
代
様
（
故
鈴
木
ヤ
エ
様
）

井
ノ
上
ハ
ツ
エ
様
（
故
井
ノ
上
儀
親
様
）

泉　
　

保
雄
様
（
故
泉
洋
子
様
）

中
里　

蝶
子
様
（
故
中
里
オ
ユ
ク
様
）

元
山　

キ
ヨ
様
（
故
元
山
益
雄
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山
田　

末
廣
様
（
愛
知
県
）

泉　
　

富
蔵
様
（
神
奈
川
県
）

氏名：市田　晋太朗
年齢：24 才
出身：大和村思勝
配属：大島地区消防組合
ﾓｯﾄｰ：福祉の心

氏名：河野　通俊

年齢：35 才

出身：宮崎県宮崎市

配属：教育委員会事務局

ﾓｯﾄｰ：村民の皆様のため

　　  に頑張ります！

氏名：上間　蔵生
年齢：35 才
出身：奄美市名瀬
配属：産業振興課
ﾓｯﾄｰ：いつも笑顔で

氏名：宮田　龍

年齢：31 才

出身：大和村今里

配属：保健福祉課

ﾓｯﾄｰ：不屈不撓

氏名：勝間田　さとみ年齢：26 才出身：千葉県富里市配属：総務企画課　　　兼自然保護推進員ﾓｯﾄｰ：花よりも、花を咲　　   かせる土となれ

氏名：勝　栄一朗
年齢：22 才
出身：大和村名音
配属：総務企画課
ﾓｯﾄｰ：人事を尽くして
　　　天命を待つ

氏名：三宅　友浩年齢：34 才出身：奄美市名瀬配属：住民税務課ﾓｯﾄｰ：可もなく不可もな　　　く

氏名：直島　秀治
年齢：31 才
出身：大和村大和浜
配属：住民税務課
ﾓｯﾄｰ：押しつけない

　平成 23 年４月１日付で、８人の新人職員が採用となり各課へ配属されました。
　平成 11 年以来実に 12 年ぶりの職員（行政職）の採用に役場の雰囲気も明るくなり
ました。まだまだ未熟な者ばかりですが行政のプロを目指して毎日奮闘中です！

役場新規採用職員を紹介します
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満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの

小
田
　
勇
心
さ
ん

保
護
者
・
小
田
　
裕
莉
明
（
大
和
浜
）

何
で
も
口
に
入
れ
る
食
い
し
ん
ぼ
う
さ
ん

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
か
ま
ら
ん
ど
ー
。」

南
　
香
英
良
さ
ん

保
護
者
・
南
　
光
昭
（
大
和
浜
）

と
び
っ
き
り
の
笑
顔
で
役
場
を
歩
き
回
っ
て

い
ま
し
た　

将
来
は
役
場
の
受
付
嬢
か
な
？

川
下
　
粋
さ
ん

保
護
者
・
川
下
　
誉
（
大
棚
）

１
才
の
誕
生
日
に
新
調
し
た
お
父
さ
ん
と
お

そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
お
似
合
い
で
す

溜
畑
優
羽
梨
さ
ん

保
護
者
・
溜
畑
　
憲
吾
（
今
里
）

３
人
姉
妹
の
末
っ
子
で
す
が
お
姉
ち
ゃ
ん
た

ち
に
負
け
な
い
元
気
娘
で
す

vol.04

い
き
む
ん

　 

マ
ン
デ
ィ

今
月
の
い
き
む
ん

　
黄
緑
色
を
し
た
美
し
い
カ

タ
ツ
ム
リ
で
、
こ
の
個
体
は

５
㎜
ほ
ど
の
大
き
さ
で
し
た
。

出
会
う
こ
と
は
そ
う
多
く
な

い
の
で
、
風
で
葉
が
揺
れ
る

た
び
、
転
が
っ
て
し
ま
わ
な

い
か
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
撮

影
し
ま
し
た
。
絶
滅
危
惧
Ⅰ

類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ミドリマイマイ

　
ワ
ダ
ツ
ミ
ノ
キ
は
、
２
０
０
４
年
に
新
種
と

さ
れ
た
奄
美
固
有
の
植
物
で
、
ご
く
限
ら
れ
た

地
域
に
生
育
し
て
い
ま
す
。
撮
影
時
は
、
あ
と

少
し
で
満
開
か
？
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、
咲

き
始
め
た
花
に
雨
露
が
光
っ
て
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
数
日
後
に
台
風
２
号

が
直
撃
し
、
台
風
が
去
っ
た
後
に
見
に
行
っ
て

み
る
と
、
花
や
つ
ぼ
み
は
ほ
と
ん
ど
落
ち
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
う
い
っ
た
厳
し

い
自
然
環
境
の
中
を
今
日
ま
で
生
き
抜
い
て
き

た
の
で
す
か
ら
、
き
っ
と
来
年
も
純
白
の
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
夏
の
強
い
日
差
し
が
照
り
出
す
前
に
、
傘
を

差
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
散
歩
し
て
み
る
の
も
よ

い
も
の
で
す
。

　
コ
ン
ロ
ン
カ
は
つ
る
性
の
低
木
で
、緑
・
白
・

黄
の
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
林
縁
部
を

彩
っ
て
い
ま
す
。
花
は
星
型
の
黄
色
の
部
分

で
、
白
い
部
分
は
が
く※

が
変
化
し
た
も
の

で
す
。
種
子
島
か
ら
台
湾
に
か
け
て
広
く
分

布
し
て
い
ま
す
。

　
蒸
し
暑
く
ジ
メ
ジ
メ
し
た
梅
雨
の
季
節
。

こ
う
雨
が
続
く
と
、
外
へ
出
か
け
る
の
も
お
っ

く
う
に
な
り
ま
す
が
、
少
し
歩
く
と
生
き
も

の
た
ち
の
い
き
い
き
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

コ
ン
ロ
ン
カ
（
ア
カ
ネ
科
）

※がく

花弁

めしべ

おしべ

自
然
保
護
推
進
員

ワ
ダ
ツ
ミ
ノ
キ(

ク
ロ
タ
キ
カ
ズ
ラ
科
）
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ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
は
危
険
を
感
じ
る
と
大
量

の
海
水
を
飲
み
込
み
体
を
膨
ら
ま
せ
、
全
身

を
覆
う
棘
を
逆
立
て
て
威
嚇
し
ま
す
（
写
真
）。

　

ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
の
よ
う
に
膨
ら
ん
だ
体
型

と
、
女
の
子
が
機
嫌
を
損
ね
頬
を
膨
ら
ま
せ

た
顔
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
様
な
膨

れ
っ
面
を
「
あ
ば
す
ず
ら
」（
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン

顔
？
）
と
呼
び
ま
す
。

　

あ
ま
り
行
儀
の
良
い
表
情
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
小
さ
な
女
の
子
だ
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
で

愛
嬌
が
あ
り
許
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
大
人
の
女
性
で
は
そ
う
は
い
き

ま
せ
ん
。
奥
様
が
機
嫌
を
損
ね
あ
ば
す
ず
ら

に
な
ら
な
い
よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。「
ト
ト
ガ
ナ
シ
。
ト
ト
ガ
ナ
シ
。」
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わ
き
ゃ
島
ユ
ム
タ
第二回

【
あ
ば
す
】　

ハ
リ
セ
ン
ボ
ン

　

フ
グ
目
・
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
科

　

奄
美
大
島
近
海
に
多
く
生
息
し
、
刺
し
網
漁

や
夜
間
の
電
灯
潜
り
漁
で
捕
獲
さ
れ
ま
す
。

　

一
時
期
、
港
湾
や
浅
瀬
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど

異
常
繁
殖
し
漁
業
関
係
者
や
釣
り
人
を
困
ら
せ

ま
し
た
が
現
在
は
治
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
食
用
と
さ
れ
、
鍋
や
唐
揚
げ
で
食

さ
れ
、
最
近
で
は
郷
土
料
理
な
ど
の
飲
食
店
に

お
い
て
も
高
価
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

肉
質
は
淡
泊
で
歯
ご
た
え
が
あ
り
、
唐
揚
げ

が
最
も
人
気
で
す
。
内
蔵
に
毒
は
な
く
、
肝
臓

や
浮
き
袋
、
エ
ラ
も
鍋
の
具
材
と
し
て
食
し
ま

す
。

　

珍
品
は
体
を
覆
う
皮
で
、
湯
通
し
し
た
後
に

ペ
ン
チ
で
棘
を
引
き
抜
き
、
酢
み
そ
で
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

通
常
は
廃
棄
さ
れ
市
場
に
出
回
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
で
プ
ル

プ
ル
と
し
た
食
感
は
一
度
食
べ
る
と
病
み
つ
き

に
な
る
お
い
し
さ
で
す
。

　

１
本
１
本
棘
を
抜
く
の
は
地
道
で
根
気
の
い

る
作
業
で
す
が
、
苦
労
を
す
る
だ
け
の
価
値
の

あ
る
食
材
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
下
さ
い
。

　

な
お
、「
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
」
の
由
来
と
な
っ

て
い
る
棘
の
数
で
す
が
、
気
に
な
っ
て
実
際
に

計
測
し
た
と
こ
ろ
、
千
本
も
な
く
ヒ
ト
ズ
ラ
ハ

リ
セ
ン
ボ
ン
（
種
名
）
の
場
合
は
６
２
５
本
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

千
本
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
の
比
喩
表
現
な
の
で
し
ょ
う
。
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